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研究成果の概要：下顎骨に生じた欠損を形態回復するための創内型骨延長装置を開発し，臨床

応用に成功した．また骨延長部に骨形性を得るには数か月間を要するが，これを短縮する方法

として骨延長部への骨形成性細胞・多血小板血漿複合体の注入が有効であることを明らかにし

た．これは自己骨髄液から間葉系幹細胞を分離し培養して増殖させた後に骨形成性細胞に分化

誘導したものに，自己多血小板血漿を複合させたものであり，注入に適したゲルである． 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 2,800,000  840,000  3,640,000  

２００７年度 2,400,000  720,000  3,120,000  

２００８年度 2,300,000  690,000  2,990,000  

    

    

総 計 7,500,000  2,250,000  9,750,000  

 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：歯学・外科系歯学 

キーワード：口腔外科学一般 

 

１．研究開始当初の背景 

 口腔顎顔面領域の骨欠損は，人工材料の補

填や自家骨移植などで対処されてきたが，こ

れらに代わりうるものとして，われわれは骨

延長による再建にとりくんでいる．骨延長法

には，移植なしで骨形成ができ適応範囲が広

い，軟組織も延長できるという長所があるが，

短所として治療期間が長いことがあげられ，

その改善が課題となっていた． 

 一方，組織を再生させる他の方法としてと

りくんでいるものにいわゆる培養骨がある．

これは自己の間葉系幹細胞を骨形成性に分化

誘導し血小板とくみあわせたもので，良好な

骨形成が得られるのを確認し，臨床試験を始

めている．しかしながら適用可能な大きさは

血行の観点から１センチほどにとどまる．骨

延長法は骨周囲組織も延長させることから組

織延長法という概念でとらえると，その治療

スケジュールは骨形成が律速段階と考えられ

る．そこで骨以外の組織の延長を優先してま

ず足場を作っておき，骨形成性細胞と血小板

中の増殖因子を補充する方法が試みられるよ

うになった． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は骨形成性細胞と血小板中の
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増殖因子を培養骨として注入することにより

延長部の骨化が促進され治療期間が短縮化さ

れること，広範囲におよぶ下顎の区域欠損に対

する骨延長法に多方向に弯曲した骨片移動経

路の変曲点ごとに適用することによって骨の

３次元的弯曲形成が得られるかを明らかにす

ることであった． 

 

３．研究の方法 

ウサギの上下顎，イヌの下顎で骨延長をす

る装置とそれを用いた実験モデルを用いた．

各動物の自己腸骨骨髄液から間葉系幹細胞を

分離し培養して増殖させた後に骨形成性細胞

に分化誘導した．上記モデルの延長部に，骨

形成性細胞・多血小板血漿複合体（実験１），

多血小板血漿のみ（実験２），生理食塩水（対

照）のそれぞれを延長終了時に注入した．各

延長部について経時的にＸ線および組織学的

に観察し，その結果を画像解析して評価した． 

 

４．研究成果 

実験１，２とも対照と比べて，さらに実験

１は実験２と比べて，有意な骨化促進を延長

部において認めた．延長部への骨形成性細

胞・多血小板血漿複合体の注入はその骨化を

促進させることを確認した．弯曲について検

討を進めており，結果を報告する予定である． 
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